
ⅡⅡ  公公害害問問題題のの現現状状とと対対策策  

１ 大気汚染 

(１) 大気汚染の現状 

大気汚染とは、産業の発展、人口の集中、自動車交通の普及などの結果、通常は大気中に存在し

ない物質が排出され、人の健康と生活環境に対して望ましくない影響を与える状態のことをいい、光化

学スモッグや酸性雨の原因にもなっています。 

工場の煙突などから出るばい煙は、各種規制により大幅に改善されましたが、自動車交通量は増え

続けているため、現在は自動車（特にディーゼル車）からの排出ガスが大きな原因となっています。 

このような状況を改善するため、国では自動車排ガス規制の前倒しや、自動車ＮＯｘ・ＰＭ法の改正、

強化を実施しており、また東京都を含む九都県市では平成１５年１０月（相模原市は平成２２年４月）

からディーゼル車排出ガス規制をスタートし、効果をあげています。 

市でも、アイドリングストップやエコドライブ、水曜日のノーカーデーを呼びかけるとともに、事業者や関

係機関との連携を図りながら、地域の実態に応じた対策を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人体に健康被害を及ぼすおそれのある主な大気汚染物質について 

二酸化硫黄（ＳＯ２） 

硫黄酸化物（ＳＯｘ）の一種で、硫黄成分を含む物質を燃焼することで発生する刺激性の気体です。

水と反応して亜硫酸（Ｈ２ＳＯ３）に変化するため亜硫酸ガスとも呼ばれ、酸性雨の原因です。 

呼吸器官を刺激し、ぜんそく等の疾病の原因になるといわれています。 

一酸化炭素（ＣＯ） 

燃料の不完全燃焼により発生する無色無臭の気体で、そのほとんどは、自動車から排出されるとい

われています。 

酸素よりも血液中のヘモグロビンと結合しやすく、人体に入ると酸素を供給する能力を阻害し、高濃

度では、頭痛、吐気、めまい、全身倦怠等の症状が現れます。 

二酸化窒素（ＮＯ２） 

窒素酸化物（ＮＯｘ）の一種で、赤褐色、水と反応して硝酸（ＨＮＯ３）や亜硝酸（ＨＮＯ２）に変化するた

め酸性雨の原因になります。また、光化学オキシダントの元です。空気中や燃料中の窒素分が、高温

で酸化することで発生し、都内では原因の多くが自動車だといわれています。 

水に溶けにくいため、呼吸器の奥まで入り込んでしまい、長時間の吸引で呼吸器感染症への抵抗力

が低下し、アレルギーを引き起こしやすくします。また、血液中に溶けて流れている間に、がんを引き起

こす化合物を創り出すといわれています。 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ ＝ Ｓｕｓｐｅｎｄｅｄ Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ Ｍａｔｔｅｒ） 

大気中に浮遊する粒子状の物質のうち粒径が 10μm（1μm は 1mm の千分の 1）以下のものをい

い、数か月も浮遊している微粒子で、土壌の巻上げなど自然界に起因するものもありますが、自動車の

排気に含まれる黒鉛が３～４割を占め、問題となっています。 

微小粒子状物質（ＰＭ２．５ ＝ Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ Ｍａｔｔｅｒ） 

 大気中に浮遊する粒子状の物質のうち粒径が 2.5μm 以下のものをいい、非常に小さいため肺の奥

深くまで入りやすく、呼吸系への影響に加え、循環器系への影響が懸念されています。 

光化学オキシダント（ＯＸ） 

光化学スモッグの構成物質です。自動車や工場から排出される窒素酸化物や炭化水素（有機溶

剤等）が太陽光に含まれる紫外線を吸収し化学変化をしてできます。 

強い酸化力を持っていますので、喉や目の粘膜に付着し刺激を与える（喉が痛くなる、目がチカチカ

する）ほか、植物（特にアサガオ等の保護層の薄いもの）の葉を枯らすなどの影響が知られています。 

 

用語説明 
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(２) 大気汚染物質の監視 

ア 監視体制 

大気汚染を監視するため、市では、次の表の４か所の常時測定局を設置し、大気の成分測定を

行っています。 

東京都が設置している府中測定局（府中市役所本庁舎内）を中央にして、市内の東西南北をほ

ぼ均等に監視できるようになっています。 

一酸化炭素、二酸化窒素、浮遊粒子状物質は常時測定しています。 

 名称 所 在 地 

１ 押立測定局 押立町１－３７ 市所有地 

２ 武蔵台測定局 武蔵台２－２ 武蔵台公園内 

３ 四谷測定局 四谷４－１６－４ 四谷南通第２緑地内 

４ 朝日測定局 朝日町１－３１ 朝日町地域公園内 
 

また、市内の幹線道路際の大気汚染を監視するため、移動測定車「おおぞら号」を次の表の通り

１か月ごとに移動させて測定をしています。 

  測定月 所在地 調査地点 

1 ４月  ９月  浅間町４－５ 蛇窪台公園 

2 ５月  １１月  是政２－２０ 是政文化センター 

3 ６月  １月 （Ｈ３０） 寿町３－１ 寿町公園 

4 ７月  １０月  四谷５－４４ 四谷さくら公園 

5 ８月  ３月 （Ｈ３０） 北山町４ 見返り坂公園 

6 １２月   西府町４－２１ 府中第十中学校 

7 ２月 （Ｈ３０）  寿町３－７ 寿町三丁目公共用地 

イ 環境基準 

人の健康を維持する上で維持されることが望ましい行政上の目標です。 

なお、１時間値とは正時（分秒の値が０の時刻）から次の正時までの１時間に測定された各物質

の量です。 

８時間平均値は１日（＝２４時間）を８時間毎の３つの時間帯に分けたそれぞれの時間帯での平

均値です。（１日３回集計します） 

物質名 環境基準 

ＳＯ２ １時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍ以下であり、かつ、１時間値が０．１ｐｐｍ以下であること。 

ＣＯ 
１時間値の１日平均値が１０ｐｐｍ以下であり、かつ、１時間値の８時間平均値が２０ｐｐｍ以下

であること。 

ＮＯ２ １時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍから０．０６ｐｐｍまでのゾーン内またはそれ以下であること。 

ＳＰＭ 
１時間値の１日平均値が０．１ｍｇ/ｍ３以下であり、かつ、１時間値が０．２０ｍｇ/ｍ３以下である

こと。 

ＰＭ２．５ １年平均値が 15μg/ｍ３以下であり、かつ、１日平均値が 35μg/ｍ３以下であること。 

ＯＸ １時間値が０．０６ｐｐｍ以下であること。 

（ＳＯ２：二酸化硫黄、ＣＯ：一酸化炭素、ＮＯ２：二酸化窒素、ＳＰＭ：浮遊粒子状物質、ＰＭ２．５：微小

粒子状物質、ＯＸ：光化学オキシダント） 
 

 

 

 

 

 

用語説明 
※ ｐｐｍ（ｐａｒｔｓ ｐｅｒ ｍｉｌｌｉｏｎ ） 

ｐｐｍは、大気中における気体の大気汚染物質の濃度を単位として用いたもので、「１００万分の

１」を意味します。気体の大気汚染物質の濃度を表す場合、ある体積の大気中に含まれる汚染

物質の体積を表します。すなわち１ｐｐｍ＝１ｍℓ/ｍ３です。 
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大気汚染物質測定結果の経年変化 (単位はＣＯ,ＮＯ２,ＯＸともに ppm、ＳＰＭは mg/m3、ＰＭ２．５はμg/m3) 

（ＣＯ：一酸化炭素、ＳＰＭ：浮遊粒子状物質、ＮＯ２：二酸化窒素、ＯＸ：光化学オキシダント、ＰＭ２．５：微小

粒子状物質） 

 

ＣＯ  ＳＰＭ ＮＯ２ Ｏｘ（５時～２０時） ＰＭ２．５ 
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押
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２５ ○ 0.8 0.4 ○ 0.065 0.021 ○ 0.041 0.024 - ND - - ND - 

２６ ○ 0.7 0.3 ○ 0.062 0.020 ○ 0.038 0.023 - ND - - ND - 

２７ ○ 0.6 0.3 ○ 0.046 0.018 ○ 0.036 0.022 - ND - - ND - 

２８ ○ 0.6 0.3 ○ 0.037 0.017 ○ 0.036 0.020 - ND - - ND - 

２９ ○ 0.5 0.2 ○ 0.035 0.017 ○ 0.039 0.021 - ND - - ND - 

武
蔵
台
局 

２５ ○ 0.7 0.4 ○ 0.057 0.018 ○ 0.034 0.016 - ND - - ND - 

２６ ○ 0.7 0.4 ○ 0.057 0.019 ○ 0.031 0.015 - ND - - ND - 

２７ ○ 0.6 0.4 ○ 0.047 0.018 ○ 0.032 0.016 - ND - - ND - 

２８ ○ 0.6 0.4 ○ 0.038 0.016 ○ 0.030 0.014 - ND - - ND - 

２９ ○ 0.6 0.4 ○ 0.037 0.016 ○ 0.036 0.017 - ND - - ND - 

四
谷
局 

２５ ○ 0.8 0.5 ○ 0.057 0.020 ○ 0.036 0.018 - ND - - ND - 

２６ ○ 0.8 0.5 ○ 0.052 0.021 ○ 0.033 0.018 - ND - - ND - 

２７ ○ 0.7 0.5 ○ 0.046 0.020 ○ 0.032 0.017 - ND - - ND - 

２８ ○ 0.7 0.5 ○ 0.039 0.018 ○ 0.030 0.015 - ND - - ND - 

２９ ○ 0.6 0.3 ○ 0.035 0.016 ○ 0.032 0.015 - ND - - ND - 

朝
日
局 

２５ ○ 0.9 0.5 ○ 0.064 0.022 ○ 0.034 0.016 - ND - - ND - 

２６ ○ 0.8 0.5 ○ 0.059 0.021 ○ 0.034 0.016 - ND - - ND - 

２７ ○ 0.8 0.5 ○ 0.048 0.019 ○ 0.033 0.015 - ND - - ND - 

２８ ○ 0.8 0.5 ○ 0.038 0.016 ○ 0.030 0.013 - ND - - ND - 

２９ ○ 0.6 0.3 ○ 0.037 0.016 ○ 0.033 0.013 - ND - - ND - 

○・・・環境基準を達成した。×・・・環境基準を達成しなかった。―・・・不明。ＮＤ・・・測定しなかった。
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(４) 酸性雨の監視 
雨には大気中の二酸化炭素が溶け込むため、汚染されていない状態でもｐＨは５．６程度となって

います。（純水は中性ｐＨ７．０） 

そのため、酸性雨は、大気汚染物質が原因でｐＨ５．６以下となる雨をいいます。主な大気汚染物

質である窒素酸化物と硫黄酸化物は、水に溶けるとそれぞれ強い酸性を示すため、このような物質

が雨に溶け込むと酸性になります。 

また、酸性雨は、空気を汚したところだけに降るわけではなく、風に乗って遠くまで運ばれるため広

い地域に降り注ぎます。世界各地で発生している地球環境問題の一つです。 

市では、平成３年度に酸性雨自動測定機を市立教育センターに設置し、平成４年度から通年で

観測しています。平成２９年度の測定結果は、平均ｐＨ５．０で依然として酸性雨が観測されています。

年間降水量は１，５４３ｍｍで、例年よりも多い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   市民による酸性雨調査 ｐＨの推移 

 ８月 ９月  ８月 ９月 

平成１６年度 4.4 4.4 平成２３年度 4.8 5.2 

平成１７年度 4.4 4.3 平成２４年度 5.2 4.6 

平成１８年度 4.6 4.4 平成２５年度 4.1 5.1 

平成１９年度 4.1 5.0 平成２６年度 5.0 4.5 

平成２０年度 4.7 4.5 平成２７年度 4.5 4.5 

平成２1年度 5.1 4.6 平成２８年度 5.0 4.8 

平成２２年度 4.9 4.9 平成２９年度 4.3 4.9 

平成２９年度酸性雨自動測定機による調査結果 

 pH 
降水量

（mm） 

電気伝導度 

(μs/cm) 
回数 

４月 4.8 97.5  27.8    8 

５月 4.9 53.0  19.4    4 

６月 4.7 85.0  31.3    9 

７月 4.7 139.0  15.3    8 

８月 4.4 100.0  51.0    9 

９月 5.0 163.0  12.7    9 

１０月 5.1 545.0  11.9    8 

１１月 5.0 28.5  28.7    5 

１２月 5.1 12.0  13.8    2 

１月 5.7 37.5  4.4    3 

２月 5.2 60.5  23.3    4 

３月 5.1 221.5  16.5    7 

 

酸性雨自動測定機調査結果の推移 

 
年平均 

pH 

年間降水量

（mm） 

平成１８年度 5.2 1,561   

平成１９年度 4.8 1,168   

平成２０年度 4.6 1,974   

平成２１年度 4.7 1,380   

平成２２年度 5.0 1,335   

平成２３年度 4.7 1,234   

平成２４年度 4.9 1,218   

平成２５年度 4.9 1,059   

平成２６年度 4.9 1,047   

平成２７年度 4.8 1,057   

平成２８年度 5.1   877   

平成２９年度 5.0 1,543   

※ ｐＨ（potential Hydrogenピーエッチ） 

水素イオン濃度を表す指数です。水素イオン濃度の逆数の対数で示されるため、水素イオン濃

度が高い（＝酸性が強い）程、値は小さくなります。 
 

用語説明
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   市民による酸性雨調査 降水量（ｍｍ）の推移 

 ８月 ９月  ８月 ９月 

平成１６年度 107 177 平成２３年度 151 263 

平成１７年度 230 146 平成２４年度  20 414 

平成１８年度 130 170 平成２５年度 128 150 

平成１９年度  62 222 平成２６年度 157  96 

平成２０年度 409 265 平成２７年度 213 216 

平成２１年度 134  26 平成２８年度 422 299 

平成２２年度  61 367 平成２９年度 129 166 

(５) 酸性雨の成分分析調査 

水のｐＨは、溶けている物質のバランスで決まるため、雨に窒素酸化物などの酸性物質が多く溶け

ていても、それらを中和する作用をもつ土壌成分などが多く溶けていると酸性にならない場合があり

ます。そこで、酸性雨調査では、ｐＨだけではなく、雨に溶けている汚染物質の内容を調べる必要が

あります。雨が酸性でなくても、汚染物質を多く含んでいれば、土壌などへ与える影響は大きくなりま

す。市では、東京農工大学と共同で、自動測定機で採取した雨水の成分分析調査を行っていま

す。 

(６) アスベストの現状 

ア アスベストとは 

漢字で「石綿」と書き、「せきめん」「いしわた」とも呼ばれ自然界に存在する鉱物繊維です。丈夫

で、熱に強く、多くの薬品に溶けません。また、繊維が絡み合う綿状になるので、保温性に優れ、

電気的絶縁性に優れています。安価であったため、大量に使われていました。 

イ 使用の経緯 

１９７０年から１９９０年にかけて大量に輸入され、その多くは、建材として建築物に使用され、そ

の他、化学プラント設備用のシール材、摩耗材等の工業用品等に使用されてきました。 

ウ 病気の原因と判明、使用禁止に 

アスベストの繊維は、目に見えないくらい細く、軽いため飛散しやすく、空中に飛散した繊維を吸

いこむと、丈夫である特徴が裏目にでて、肺の中に留まり続け、２０年から４０年の潜伏期間を経て、

肺がんや中皮腫という病気を引き起こす可能性が高いと判明しました。そのため、現在、使用等は

全面禁止となっています。 

エ 解体・改修工事では、届け出を 

今後アスベスト製品を使用した建築物の解体等が増加すると見込まれます。新たな被爆者の

発生をなくすため、吹き付けアスベストやアスベスト保温材を使用している建築物を解体するとき

や改修するときは、飛散を防止するための措置とともに届け出も必要となります。 

     なお、大気汚染防止法等では、平成２６年６月から届出者が施工者から発注者に変わるなど改

正が行われています。 
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２ 土壌・地下水汚染 

(１) 土壌汚染調査 

廃棄物の投棄や、工場・事業場での化学物質の漏れなどにより、土壌汚染が発生します。地下水

は土壌中を流れているため、土壌汚染は地下水の汚染をひきおこします。したがって、地下水汚染

を改善するためには、化学物質の管理を徹底するほか、土壌汚染対策に取組む必要があります。こ

のような状況から、平成１３年に東京都環境確保条例が改正され、平成１５年には土壌汚染対策法

が施行されました。平成１３年１０月から施行された東京都環境確保条例に基づく土壌汚染対策で

は、有害物質取扱事業者と土地改変者に、土壌汚染の調査や対策が義務付けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 地下水汚染調査 

昭和５７年に市北西部にある水道水源井から高濃度のトリクロロエチレンが検出されました。その後、

国内の各地で様々な汚染物質が地下水から検出され、全国的な問題となりました。 

ア 井戸水質調査 

平成４年度から、地下水汚染の監視を目的に、民間の井戸で水質調査を実施しています。調

査項目は、トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物３項目で、平成２９年度の調査結果では、環

境基準値より高い値の地点はありませんでした。 

 

各種汚染物質の調査地点数、その内の環境基準を超過している地点数、最大測定値の年次推移 

トリクロロエチレン（環境基準値：0.01ｍｇ/ℓ※） 

 

 

 

 

 

※平成２６年１１月１７日に環境基準値が 0.03ｍｇ/ℓから 0.01ｍｇ/ℓに改定 

 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

調査地点数 １３ １４ １４ １３ １２ １２ １２ １２ １２ １０ 

基準超過地点数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

最大値（ｍｇ／ℓ） 0.002 0.005 0.003 0.003 0.002 0.003 0.003 0.002 0.002 0.00１ 

町名 若松町 若松町 宮西町 宮西町 宮西町 宮西町 宮西町 宮西町 宮西町 宮西町 

人体に健康被害を及ぼすおそれのある主な土壌・地下水汚染物質について 

トリクロロエチレン（Ｃ２ＨCl３） 

有機塩素化合物の一種で、エチレン（Ｃ２Ｈ４）の水素（Ｈ）原子３個が塩素（Cｌ）に置き換わったもので

す。洗浄剤として工業的に広く使われていました。しかし発癌性が指摘されたため、他の洗浄剤への切

り替えが進んでいます。 

テトラクロロエチレン（Ｃ２Cl４） 

有機塩素化合物の一種で、エチレンの水素原子４個が塩素に置き換わったものです。トリクロロエチレ

ンの代替洗浄剤として工業的に広く使われています。 

1,1,1-トリクロロエタン（Ｃ２Ｈ３Cl３） 

有機塩素化合物の一種で、エタン（Ｃ２Ｈ６）の水素原子３個が塩素に置き換わったものです。「１，１，

１」とは分子中の２個の炭素（Ｃ）の内、片方の炭素にのみ塩素３個が結合していることを表し、それによ

り弱い電気的極性（親水性）を持ちます。フロンと同様にオゾン層を破壊する物質と判明してからは、生

産や使用ができなくなっています。 
 
これらの汚染物質はいずれも揮発性を持ち、土壌に吸着されにくいため広く拡散する性質がありま

す。拡散範囲に地下水があると、地下水も汚染することになります。 
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テトラクロロエチレン（環境基準値：０．０１ｍｇ/ℓ） 

 

 

 

 

 

 

１，１，１－トリクロロエタン（環境基準値：１ｍｇ/ℓ）             （ＮＤは検出下限値未満） 

 

 

 

 

 

 

※調査は、１地点につき平成５年度より年度内２回、平成１６年度からは年度内１回実施しており、基

準値を超過した地点を基準超過地点としてカウントすることとしています。 

 

イ 旧武蔵台２号水源地下水水質調査 

有機塩素系化合物による高濃度の汚染がみられた旧武蔵台２号水源から揚水し、地下水浄

化装置によるばっ気処理で汚染物質を除去した後、浸透ますを通して地下へ還元しています。平

成６年の揚水再開当初はトリクロロエチレンが１．５ｍｇ／ℓ を超えて基準値の約５０倍となっていまし

たが、その後徐々に濃度が低下し、平成１２年度は平均０．０７ｍｇ／ℓ で基準値の約２．４倍に下が

りました。しかし、平成１３年度からトリクロロエチレンの濃度が急上昇し、平成１４年度は２．２ｍｇ／ℓ

と基準値の約７３倍となりました。平成２９年度は平均で０．１１ｍｇ／ℓ（基準値＊の約１１倍）となっ

ていますが、依然として環境基準より高い状態となっています。（＊平成２６年１１月１７日に改定） 

 

 

 

旧武蔵台２号水源 地下水水質調査結果（平成２９年度） 
  ばっ気処理前(原水)                          単位：ｍｇ/ℓ（ＮＤは検出下限値未満） 

採水日 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 揚水量 

(１日平均) 濃度 基準比 濃度 基準比 濃度 基準比 濃度 基準比 
４月 19日 0.1１ 1１倍  0.0076 0.8倍 0.005 0.01倍 ＮＤ ― 71㎥ 
５月 10日 0.12 12倍  0.0095 1.0倍 0.006 0.01倍 ＮＤ ― 74㎥ 
６月 8日 0.11 11倍  0.0100 1.0倍 0.006 0.01倍 ＮＤ ― 74㎥ 
７月 5日 0.10 10倍  0.0100 1.0倍 0.005 0.01倍 ＮＤ ― 37㎥ 
８月 2日 0.06 7倍  0.0067 0.7倍 0.004 0.00倍 ND ― 110㎥ 
９月 6日 0.07 7倍  0.0090 0.9倍 0.004 0.00倍 ND ― 74㎥ 
１０月 4日 0.06 6倍  0.0100 1.0倍 0.004 0.00倍 ND ― 74㎥ 
１１月 2日 0.05 5倍  0.0083 0.8倍 0.003 0.00倍 ＮＤ ― 74㎥ 
１２月 6日 0.16 16倍  0.0086 0.9倍 0.005 0.01倍 ＮＤ ― 75㎥ 
１月 17日 0.16 16倍  0.0081 0.8倍 0.004 0.00倍 ＮＤ ― 23㎥ 
２月 7日 0.17 17倍  0.0100 1.0倍 0.005 0.01倍 ＮＤ ― 77㎥ 
３月 7日 0.15 15倍  0.0100 1.0倍 0.005 0.01倍 ＮＤ ― 76㎥ 
平 均 0.11 11倍  0.0090 0.9倍 0.004 0.00倍 ＮＤ ― 70㎥ 
環境基準 *0.01  0.01  1  0.05   
＊平成２６年１１月１７日にトリクロロエチレンの環境基準が 
0.03ｍｇ/ℓ から0.01ｍｇ/ℓに改定。 

年間揚水量 21,900㎥ 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度２８年度 ２９年度 

調査地点数 １４ １４ １４ １３ １２ １２ １２ １２ １２ １０ 

基準超過地点数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

最大値（ｍｇ／ℓ）0.0076 0.0097 0.0098 0.0078 0.0062 0.0044 0.0046 0.0055 0.0057 0.0042 

町名 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 白糸台 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度２８年度 ２９年度 

調査地点数 １４ １４ １４ １３ １２ １２ １２ １２ １２ １０ 

基準超過地点数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

最大値（ｍｇ／ℓ） ND ND ND 0.0002 ND ND ND ND ND ND 

町名 － － － 白糸台 － － － － － － 

※ ばっ気処理  

水に空気を送り込み揮発性の汚染物質を取り除く処理方法 
 

用語説明 
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ばっ気処理後(処理水)                  単位：ｍｇ/ℓ（ＮＤは検出下限値未満） 

採水日 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 
濃度 基準比 濃度 基準比 濃度 基準比 濃度 基準比 

４月 １９日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
５月 １０日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
６月 ８日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
７月 ５日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
８月 ２日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
９月 ６日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
１０月 ４日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
１１月 ２日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
１２月 ６日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
１月 １７日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
２月 ７日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
３月 ７日 ND ― ND ― ND ― ND ― 
検出下限値 0.001  0.0002  0.0002  0.005  

 
  排ガス調査（活性炭による吸着処理） 単位：μｇ/㎥（ＮＤは検出下限値未満） 

採取日 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

吸着前 吸着後 吸着前 吸着後 
６月 ８日 712 70 57 ＮＤ 
１０月 ４日 741 117 68 24 
２月 ７日 1,928 495 65 29 
検出下限値 ５０ ２０ 

 
各汚染物質の検出量の年次推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テトラクロロエチレン(環境基準:0.01mg/ℓ）

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

0.035

57585960616263元 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920212223242526272829
年度

mg/ℓ

環境基準

平成 昭和 

トリクロロエチレン(環境基準:平成26年11月17日に0.03から0.01mg/ℓに改定）

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

57585960616263元 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920212223242526272829
年度

mg/ℓ

環境基準

平成 昭和 
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府中市内地下水定期モニタリング調査結果      （参考  東京都環境局調査結果） 

  １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

 モニタリング井戸数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 

トリクロロエチレン 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

（環境基準：平成２６年 

１１月１７日に 0.03mg/ℓ 

から 0.01mg/ℓに改定） 

0.061 0.061 0.051 0.048 0.047 0.054 0.033 0.016 0.011 0.013 0.010 

テトラクロロエチレン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

（環境基準：0.0100mg/ℓ） 0.0013 0.0012 0.0013 0.0019 0.0023 0.0030 0.0036 0.0037 0.0049 0.0036 0.0040 

1,1,1-トリクロロエタン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

（環境基準：1.0000mg/ℓ） 0.0012 0.0007 0.0009 0.0006 0.0006 0.0005 0.0003 ― ― ― ― 

上段 ： 基準超過数 

下段 ： 地区内最高検出濃度（mg/ℓ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，１，１－トリクロロエタン(環境基準:1mg/ℓ）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
年度

mg/ℓ

環境基準

昭和 平成 
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３ 水質汚濁・地盤沈下 

(１) 水質汚濁の現状 

高度経済成長や都市化にともない、河川の自浄作用を上回る汚れが河川に流れこみ、水質汚濁

が発生しました。その後、法や条例による排水の規制や下水道の普及により、汚濁のひどかった時

期に比べ大きく改善しています。平成１３年度から多摩川の水域類型が１段階厳しい河川Ｂとなりま

した。しかし、生活様式の変化から水の使用量が増加したこと、都市化により雨がしみこむ面積が減

少したことなどで河川の水量が減少し、水質の改善は横ばいとなっています。また、化学物質の普及

により、新たな化学物質による汚染が問題になっています｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 多摩川と用・排水路の水質 

水質汚濁の状況を監視するため、市内を流れる多摩川や用水路、多摩川に流れこむ排水路で

定期的に水質調査を行っています。 

多摩川は、水量が少なくなる冬の終わりから春にかけて、ＢＯＤが高くなる傾向が見られ、特に下

流側では高くなります。また雨の直後にもＢＯＤ等が著しく高くなることがあります。 

多摩川に流入する排水路は４か所あり、そのうちの国立排水路には北多摩二号下水処理場の処

理水、府中排水路には北多摩一号下水処理場の処理水が放流されています。現在は河川の水量

が少なくなっているため、下水処理水が多摩川に与える影響が大きくなっています。 

用水路では、多摩川の上流側から水を引いて水田などに利用していますが、農地が少なくなって

きたため水量が減少しています。 

 

 

※ 水域類型 河川Ｂの環境基準値 

ｐＨ：６．５以上８．５以下 ＢＯＤ：３ｍｇ/ℓ 以下 ＳＳ：２５ｍｇ/ℓ 以下 

ＤＯ：５ｍｇ/ℓ 以上 大腸菌群数：５，０００ＭＰＮ/１００ｍℓ 以下 

水質の良い順に AA、A、B、C、D となっています。 

※ ＢＯＤ（Biochemical Oxygen Demand 生物化学的酸素要求量） 

水中の微生物が有機物（汚れ）を分解するときに使う水中の酸素量です。有機物が多いほど必

要な酸素も多くなりますから、この値が大きいほど汚れていることになります。 

※ ＳＳ（Suspended Solids 浮遊物質量） 

水中に分散している粒径２ｍｍ以下の不溶解性物質（水に溶けない物質）の量です。にごりとして

観察されるものです。 

※ ＤＯ（Dissolved Oxygen 溶存酸素量） 

水中に溶けている酸素の量です。有機物の分解で消費されていない量となり、この値が小さいほ

ど汚れていることになります。 

※ 大腸菌群数 

大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌の数のことで、採取した水を培養して、菌群の発生状

態から、統計的に菌群のＭＰＮ（Most Probable Number 最確数、その水にいる菌群の数の推定

値）を算出したものです。通常、単位はＭＰＮ/１００ｍℓ（採取した水１００ｍℓ中のＭＰＮ）で表しま

す。なお、水中の大腸菌群数は、し尿汚染の指標として使われています。 

用語説明 
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道路名称

  

  

 

 

調査地点 騒音（デシベル） 

 

交通量 面的評価（環境基準対比） 

年

度 

昼

間 

夜

間 

（台／

日） 

 

 

 

年

度 

区   間 延

長          

km 

評価

対象

住居

等戸

数 

昼間・

夜間と

も基準

値以

下(戸

数・割

合) 

昼間

のみ

基準

値以

下

(戸

数・

割

合) 

夜間

のみ

基準

値以

下 

(戸

数・

割合) 

夜間の

み基準

値以下 

(戸数・

割合) 

 

府中町田

線（新府

中街道・

鎌倉街

道） 

 

分梅町

3-51-2 

27 ― ― ― 27 国道２０

号本宿交

番前交差

点～鎌倉

街道関戸

橋北交差

点市境 

2.1 1,028 912                      

88.7 

83                     

8.1 

0              

0.0 

33                      

3.2 

28 ― ― ― 28 2.1 1,028 769 

74.8 

68 

6.1 

0 

0.0 

191 

18.6 

29 70 66 31,825 29 2.1 1,028 769 

74.8 

68 

6.1 

0 

0.0 

191 

18.6 

新宿国立

線(東八

道路) 

栄町

3-29 

 

27 66 61 30.918 27 新府中街

道西原町

１交差点

～調布境

(小金井

市地域を

除く) 

3.9 2,103 2,087 

99.2 

16 

0.8 

0 

0.0 

0 

0.0 

28 ― ― ― 28 3.9 2,103 2,087 

99.2 

16 

0.8 

0 

0.0 

0 

0.0 

29 ― ― ― 29 3.9 2,103 2,087 

99.2 

16 

0.8 

0 

0.0 

0 

0.0 

府中相模

原線(野

猿街道) 

四谷

4-12 

 

27 

 

63 60 17,388 27 野猿街道

四谷橋高

架下～府

中西高校

前交差点 

1.6 334 334 

100.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

0 

0.0 
 

28 ― ― ― 28 1.6 334 334 

100.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

29 63 60 17,320 29 1.6 334 334 

100.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

0 

0.0 

府中相模

原線 

四谷

6-21 

27 66 62 12,288 27 野猿街道

四谷体育

館東～国

立境 

1,2 218 217 

99.5 

0 

0.0 

0 

0.0 

1 

0.5 
 

28 ― ― ― 28 1,2 218 217 

99.5 

0 

0.0 

0 

0.0 

1 

0.5 

29 ― ― ― 29 1,2 218 217 

99.5 

0 

0.0 

0 

0.0 

1 

0.5 

＊ 評価対象住居等戸数が年度により異なるのは、対象となる道路の交差部を年度ごとに再評価してい

るため差が生じています。 

＊ 面的評価の戸数において、割合は四捨五入により合計が１００．０にならない場合があります。 

＊ 府中小平線の評価対象住居戸数については、平成２５年度以降新規開通部が含まれています。 
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市では、現在、対策等が進んでいませんが、関係部署と連携し照明機器の設置現状や周辺への

影響などを調査し、その結果をもとに良好な照明環境の保全に関する指針を作成し、市の施策や施

設整備に反映するとともに、光害に関する啓発と速やかな対応に努めるなど対策を推進していく予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

苦情受付件数の推移                                         （単位：件） 

 

年度 
現象 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

ばい煙 ４１ ４３ ３０ ３３ ４１ ３３ ２０ 

粉じん ４ ２ ４ ５ ０ １０ ７ 

有害ガス ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

悪臭 １６ １６ ７ １１ １５ ２１ ２８ 

水質汚濁 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

騒音 ３３ ４５ ２７ ４５ ４４ ５１ ５４ 

振動 １ １ ２ ２ ３ ２ ３ 

地盤沈下 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

土壌汚染 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

電波障害 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 

放射能 ３６５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

その他 ２ ２ ４ ３ ７ ６ ５ 

合計 ４６２ １０９ ７４ ９９ １１０ １２４ １１８ 

公害苦情の概要 

平成２９年度に、市に寄せられた苦情の受付件数は１１８件で、その内訳は、件数が多い順に、騒音

（５４）、悪臭（２８）、ばい煙（２０）、粉じん（７）、その他（５）、振動（３）、水質汚濁（１）となっています。 

騒音苦情は、大規模な建築物の解体や建設工事によるものが多く寄せられています。 

また、悪臭、ばい煙苦情は、ダイオキシン類に関する市民の関心が高くなったことと、平成９年７月か

らの事業系ごみ有料化及び平成２２年２月から実施された家庭用ごみの有料化の影響によるものなど

が原因と考えられます。 

焼却炉については、平成１１年度にダイオキシン類対策特別措置法が制定され、平成１２年度の法

改正によりさらに規制が強化されました。また、東京都環境確保条例によりダイオキシン類排出対策の

とられていない小型焼却炉の使用や野焼きは原則として禁止されています。 

 

  

-61-


